
保
護
司
と
は

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を

地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
主

に
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

・ 

面
接
や
訪
問
を
通
じ
て
見
守
っ
た
り
、

相
談
に
応
じ
て
助
言
を
行
っ
た
り
す
る

保
護
観
察
な
ど

・ 

刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容
中
の
人
が
、

退
所
後
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰
で
き
る

た
め
の
環
境
整
備
や
、
犯
罪
防
止
の
た

め
の
啓
発
活
動

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
た
め
に

全
国
的
に
保
護
司
の
高
齢
化
が
進
み
、

毎
年
３
千
人
前
後
の
人
が
退
任
し
て
い
ま

す
が
、
新
た
に
委
嘱
を
受
け
る
人
は
退
任

者
数
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
保
護
司
の
、
新
た
な
担
い

手
が
必
要
で
す
。
活
動
に
関
心
や
興
味
の

あ
る
人
は
、
都
城
地
区
保
護
司
会
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
城
地
区
保
護
司
会

　
☎
36‒

５
１
０
５

都
城
警
察
署
管
内
の
現
状

　
令
和
４
年
の
都
城
警
察
署
管
内
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
は
74
人
で
、
県
内
最
多
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
は
公
共
の
安

全
と
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
、

検
挙
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
い

い
」、「
事
故
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
い
い
」

で
は
な
く
、
飲
酒

運
転
は
法
律
違
反

（
＝
犯
罪
行
為
）
で

あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
ま
し
ょ
う
。

計
り
知
れ
な
い
飲
酒
運
転
の
代
償

　
飲
酒
運
転
は
、
他
人
に
危
害
を
加
え
る

可
能
性
の
高
い
悪
質
な
犯
罪
行
為
で
す
。

県
内
で
は
、
令
和
３
年
２
月
に
日
南
市
で

飲
酒
運
転
の
車
に
追
突
さ
れ
た
軽
乗
用
車

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
世
界

的
な
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
ま
ん
延
防
止
や
、

患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の

解
消
、
感
染
予
防
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
７
月
28
日
を
世
界
肝
炎

デ
ー
と
定
め
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

肝
炎
は
、
肝
臓
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、

肝
臓
に
炎
症
が
起
き
る
病
気
で
す
。
日
本

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
大
半
を
占
め
、

特
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

者
数
が
２
５
０
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
国
内

最
大
の
感
染
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
、

熱
や
痛
み
な
ど
の
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
し
な
い
た
め
に

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
他
人
の
血
液
に
触

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
握

手
や
く
し
ゃ
み
、
食
器
、
風
呂
、
ト
イ
レ

の
共
用
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

～
社
会
復
帰
を
支
え
る
地
域
の
力
～

保
護
司
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

再
犯
防
止
推
進
計
画

刑
法
犯
検
挙
者
数
は
全
国
的
に
減
少
傾

向
に
あ
る
一
方
で
、
再
犯
者
率
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
令
和
４
年
度
に「
都
城
市
再

犯
防
止
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
罪
を
犯

し
た
人
が
社
会
で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

再
び
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
な
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

保
護
司
の
犯
罪
予
防
啓
発
活
動
の
一
つ

に「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭

や
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
一
人
一
人
が
考

え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
て
、
毎
年
７
月
を
運
動

強
化
月
間
に
定
め
、
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
保
護
司
。国
か
ら
委
嘱
を
受
け
、全
国
で
は

４
万
７
千
人
、都
城
地
区
で
は
88
人
が
、立
ち
直
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23‒

０
９
６
３

市
内
で
は
、重
大
な
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
な
飲
酒
運
転
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。一
人

一
人
が
自
分
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
　
☎
23‒

７
１
８
３

飲
酒
運
転
根
絶

飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

強
化
月
間

が
対
向
車
線
に
押
し
出
さ
れ
、
運
転
し
て

い
た
保
育
士
の
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突

し
て
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
は
市
内
で
も
毎
月
発
生
し
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
運
転
者
自
身
が
亡
く
な
る
事

故
も
あ
り
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市
の
取
り
組
み

関
係
機
関
と
連
携
し
、「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
環
境

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
飲
酒
運
転
の
通
報
に
関
す
る
協
定

　
宮
崎
県
タ
ク
シ
ー
協
会
都
城
支
部
と
都

城
警
察
署
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、
タ

ク
シ
ー
に
監
視
役
と
な
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
事
業
所
の
認
定

　
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣

言
し
た
事
業
所
を「
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言

事
業
所
」と
し
て
市
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

献
血
は
、
常
設
会
場
の
献
血
ル
ー
ム

（
カ
リ
ー
ノ
宮

崎
・
宮
崎
市
橘

通
東
四
丁
目
８

‒

１
）の
ほ
か
、

県
内
を
巡
回
す

る
献
血
バ
ス
で

実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
協
力

く
だ
さ
い
。

◉
献
血
バ
ス
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日
時
や
会
場
な
ど
は
、

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５‒

50‒

１
８
０
０

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
、
健
康
な
人
の
血
液

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
命
を
つ
な
ぐ
献
血
。

国
内
で
は
、
１
日
当
た
り
約
３
千
人
が

輸
血
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
や
長
期

保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
血
液
提
供

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
言
え
る「
献
血
」

を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
呼
び
掛
け

県
内
献
血
者
を
年
代
別
で
見
る
と
、
10

～
30
代
は
３
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た

め
、
社
会
を

支
え
る
若
い

世
代
へ
の
普

及
啓
発
に
力

を
入
れ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

早
期
発
見
の
た
め
に
は
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
肝

炎
に
感
染
し
て
い
て
も
、
早
期
治
療

で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
節
目
年
齢
に
到
達
す
る

人
を
対
象
に
無
料
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
対
象
者
に
は
、

ク
ー
ポ
ン
券（
黄
色
の
は
が
き
）
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

◉
対
象　

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
到
達
す
る
人
で
、
今
ま

で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
人

◉
検
診
場
所　
市
・
三
股
町
の
指
定

医
療
機
関（
ク
ー
ポ
ン
券
に
記
載
）

◉
検
診
内
容　
血
液
検
査

◉
利
用
期
限　
令
和
６
年
２
月
29
日

◉
そ
の
他　

受
診
の
際
に
は
、
必

ず
ク
ー
ポ
ン
券
と
保
険
証
を
持
参
。

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

都
城
市
地
区
事
務
局（
福
祉
課
内
）　

☎
23‒
０
９
６
３

安
全
な
血
液
の
安
定
確
保
の
た
め
、　
　
　

 
に
協
力
く
だ
さ
い

　 ７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
！

早
期
発
見
・
早
期
治
療
！

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　
☎
23‒

２
７
６
５

20代
11.6％

10代
3.1％

30代
15.0％

60代
15.3％

40代
26.2％

50代
28.8％

県内献血者の年代別
構成比（令和４年）

７月は

７月28日は７月28日は
世界肝炎デー世界肝炎デー

献
血
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